北海道地方最低賃金審議会
会長　道幸　哲也 様
北海道最低賃金の大幅な引き上げを求める要請書
労働基準法第２条では、「労働条件の決定は労使が対等な立場で行うもの」と定めていますが、最低賃金近傍の多くの非正規労働者は、賃金労働条件の決定にほとんど関与することができません。
今年の春季生活闘争の結果（連合北海道集計）では、組織された「非正規労働者」の時間給引き上げ額は、21.44円、昨年より7.61円の増となっています。
「経済の好循環確立」のためにも、組織された労働者同様、最低賃金の大幅な引き上げをはかるべきです。また、最低賃金に張り付く多くの労働者は、未だに賃金改定がされていません。10月１日発効にむけて、公労使の真摯な議論のもと、早期発効が実現されるよう求めます。
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